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日 立 6，225 5，604 383 157 81 発電機・配電盤・ターピγ
亀 戸 2，594 270 1，678 286 130 230 圧縮機・グレーン・コットレ/レ
笠 yコ 1，944 10 1，934 蒸気機関車貨軍・客車
戸 塚 624 380 240 4 電話機・交換機
尼 崎 405 405 クレーン・雑機械
他五工場 3，465 3，465 高速度鋼・構成用鋼


























電 線 亀戸 13% 多賀 4% 
日 立 大型電動機 亀戸 17% 
絶縁材料 亀戸 8% 多賀 3% 
配電箱 目立 65% 亀戸 7% 
さ歩 賀 f品 子 目立 32% 亀戸 8% 
炭素刷子 目立 8% 亀戸 8% 
亀戸戸逼古品1多賀 5% 
備考 (幻持株会社整理委員会「日本財閥とその解体J1951年， 3'(9-3剖ヘ ジ.
(剖 %は生生産高に対する比率。
(3) i目立」とは海岸・山手電線の3ワ クスの絶称。
7) 各ワ クスの生産品目は.i日立製作所史2ム 196時.0)準備資料(日立製作所本社社長室所
蔵〉による。






























































数が 448台 16年でのクレー y台数が 20台，戦前最大のグレーンが50トン，プ
レスでは同じく 200トンであった。これに対L海岸では終戦時の工作機械台数
が 1，27司台，一般機械台数716台であり， 38年でのクレーン台数120台， 戦前最
























17) 前掲|目立製作所史1J 186ペー ジ.





















































22) r芝浦レグュー 」第9年第6号， 193世子12月， 40ト-401ベ-;/0これに対L 小型変圧器の専
門企業であった大阪変圧器(株)の主力ワー クスは， 34年時点で監地主回0坪，建坪415坪で最大
クレー ンは10トソであった (r大阪変圧器宜十年史o.ただし， 小規模な専門企業であった同社
が，この部門において目立と共に市場を独占していた事実は住目されねばならない。













大阪鉄工所 30，000 1日3 船舶，化学・鉱山機械，夕、ムホ門，水圧鉄管
理研真空工業 30，0口O 50 真空管，電球，ガラス器
-1_
1
= 束京瓦斯電気工業 36，000 92 発ホ動イ機ス，ト，自動フ車ラ，イ計ス聴器 機工作関機銃械，事航銃空機， 航空目立航空機 30，000 100 
目立兵器 15，000 100 
目立工機 15，000 100 電機・一般機械
満 州 日 立 10，000 100 車両・航空機部品・計器
東京機器工業 5，000 78 タレット旋盤
国 産 精 機 5，000 100 中・小型変庄器
満州変圧器 1，000 50 
日本可鍛鋳鉄所 1，000 72 可鍛鋳鉄
日 ヰ ;(jド 1草 1，000 100 水道敷設・経首
渋谷レントゲン 500 100 レントゲン管
日 立 土地 500 100 土地売買・住宅建設
日本エレベーター GOO 77 エレベ}ター・諸機械m生~.Wi付
共 成 工業 250 100 冷凍・暖房設備の設計工事
良 鋼 社 100 100 鋼材加工，諸機械の据付
日 立 工 事 500 100 
鉄管継手肢売 250 54 鉄清継手
日 立 瓦 斯 250 60 ガス敷設・経営
若狭光学研究所 150 100 カメヲ・プリズム部品




39 38 37 36 1935 
持株比率50%以上で投資開拍竿度の明らかなものだけを掲げた.資本金は投資開始年度句数字o (3) [2) 各種会社資料より作成。[1) 備考





















































32) レ ニン「帝国主義論」レ ニγ全集第22巻盟6ペー ジ.
33) ζζで言う「コ γツェルンjは，生産括合を基底においた資本結合としての企業集団，すなわ
ち「産業コ γツェルン」である。 i産業コソツェルソ」の概念については，堀江英一，産業コゾ






37) 他に41年買収J 資本金80万円の常北電牲 E株L 資本金5万円の目立パス(株)など.
38) i日立造船〔株〕七十五年史J19団年九 184ベージおよび233ベージ，および前掲「目立製乍所
史 2J準備資料.


























3町 「目立精機二十主年の歩みJ19田年.28~ージおよび前崎「日立製作所史 2J 準備資料。
40) 肯掲「目立精機二十五年の歩みJ31ベ-:/0
41) rダイヤモ γ ドJ19.36年7且21日号， ]~f1ベ- >/u 







































で資本金 200万円の(株〕奉天製作所全設立するなど 3社を関係会社とした， 38 
第5表主要電機企業有価証券保有高 (Tf'l)
日 立 + κ乙 浦 菱 富 土
保有高|比率 保有高!比率 保有高|比率 保有高|比率
1934上 591 3.2 442 3，4 1，013 14.4 2可 0.3 
下 489 2.2 1，149 9，0 1，260 17.4 25 0，4 
35上 799 3.1 1，195 9，5 1，316 17，6 3，005 66，7 
下 15，287 55，8 2，141 17.6 1，426 18-5 3，830 92.0 
36上 15，291 53.7 4，自05 39，8 1，439 17.8 3，830 86.5 
下 15，428 50，2 5，873 42，2 1，627 I . 16.9 4，226 97，9 
37上 17，212 36.0 8，247 53，5 2，530 20.5 5，676 113.4 
下 25，229 47.1 9，793 51.8 3，182 20，9 6，629 112.8 
38上 76，55日 121.4 10，676 48.4 3，726 22，7 7，815 115.7 
下 90，741 122.8 32，856 132.8 4，372 8，827 109.7 
39上 99，654 125.0 118，793 209，3 9，243 11，829 127.9 
下 99，616 115.0 122，296 187.2 11，674 54，7 12，578 125，3 
備考 (1) 各社営業報告書より作成ヨ (2) 比串は対固定資産総額 (%)0
43) 以下り芝浦の関係会社についての記述は，前掲「芝浦製作所六十五年史Jr.東京芝浦電気(株)
八十五年史J1963年，および当時の「ダイヤ毛 γ ド」による。





















































































の長期借入金の金利負担は年8見であコた (rダイヤ毛 γ ドJ1930年10月158号， 236ぺ-")。























ヨノミストJ1937年11月11日号， 37ベ ~:;.)， 
55) 日産本社の満 f造出の時期と経緯については，星野直樹「見果て阻夢J196~ 年，参照。
56) 前日掲「日立製作所史2J 10ベ ジ.






59) 1935年J;悦 「日産財閥の金融政策は政第に直系金社単位で斤なわれるようになり， 日本産業
の傘下五三業に対する統制力は弱体化してゆ〈ことになるム宇田川勝， 日産財閥の満州進出， r経
営史学」第11巷第 1~-， 1976年@



















































60) レ ニン前掲書， 285へ 三人この箇所はν ニーンが1904年の A-E-G祉について叙述して
いる菌所である.
61) 前橋ならびに本稿では主として生産力的側面から巨大電濃企業の碓立過程を分析したが，枕の
ようなレペレでの分析がわれわれに残されているロ第一に企業内部の賃労働の支配や協力会社な
ど¢管理体制の分析。第三に金融資本レベルでの骨折.第戸に閏事政策担よび国際カルテルレベ
ルからの分析。以kのレベルでの分析を給合することにより，電機独占体確立の主機緒的分析が
果たされるであ予う a
